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電子情報・生体医工学系では、講義、演習、実験・実習、課題・問題解決型の各

科目を通し、思考力・判断力・表現力・倫理観を修得し、通信・情報、エネルギ

ー・制御、材料・エレクトロニクスなどの電気電子工学分野、ならびに医療機器

、人工臓器、再生医療、福祉機器などの生体医工学分野のより高度な専門知識と

豊かな人間性を兼ね備えた技術者を養成します。特に、ものづくりを学ぶことを

通して主体性を持って多様な人々と協働し、自ら課題を発見、解決できる、未来

の人間社会に貢献できる技術者を養成します。

㘘ᆵᕕգ⇰体ೡፖ学系の⌿⋵Ӓⅈᓋ



̎、̏年࣍の前ŋ後ظを通じ、電子情報工学ŋ電子システム工学
のものづくりに݁したテーマで電気電子の現計測から回路
製࡞を中心としたԠ用技術まで、エンジニアに必要な計測器の
。い方やίミュニέーション能力などのૉཆをにつ͚ます
基ૅはもちろん、Ԡ用力もཆえるよう、医療ŋࢱ関連やӉ
関連などの幅広いྖҬの工学技術を学ぶ体験ܕ学शՊ目です。

電子ใ・ੜମ医工学ܥの学ͼ

人にやさしい技術を考えるために

ʣ࣍ʢ�ݧ電子工学࣮ૅج
電子工学θϛ"ʢ�ظޙ࣍ʣ
電子ใ工学࣮ݧʢ� ࣍ʣ
電子γεテϜ工学࣮ݧʢ� ࣍ʣ

先端ΤϨクトϩχクε֓
ྉ学ࡐ
人ؒ工学
ύϫーΤϨクトϩχクε
ΤωルΪーม工学
電子γεテϜ工学࣮ݧᶗ・ᶘ

電子工学֓

電࣓気学ᶗ� ԋ習

電気ճ࿏ᶗ・ᶘ� ԋ習

ੜ理学

電子工学ଔ業研究ᶗ・ᶘ

電子工学Πンλーンγοプ"ŋ#�

Ԡ用プϩグϥϛング

Ԡ用ղੳ

通৴工学

σィδλルճ࿏

電子ใ工学࣮ݧᶗ・ᶘ

電࣓気学ᶘ� ԋ習

電子ใճ࿏ᶗ・ᶘ� ԋ習

աݱ

電子工学θϛ"

工業学ᶗ・ᶘ� ԋ習

ίンϐϡーλ工学ᶗ・ᶘ

�工学ᶗ・ᶘޚ੍ ԋ習

電子工学ಛผٛߨ

৴߸ॲ理工学 "ŋ#

電子σバΠε工学

医用電子工学

人工ଁث学

ϝΧトϩχクε

電子工学θϛ #

電子工学ܥ૯߹ԋ習

工業技ज़֓

職業ࢦಋ

ใと職業

電子工学Πンλーンγοプ"ŋ#�

ੜ理学ʢ� ظޙ࣍ʣ
医用電子工学ʢ� ࣍લظʣ
人ؒ工学ʢ� ࣍લظʣ
人工ଁث学ʢ� ظޙ࣍ʣ

人にやさしい技術をߟえるに
は、まͣ人ؒを知り、学ぶ必
要があります。体の器官と生
ཧԠ、ਆ経活動と情報ୡ、
機械と人ؒの૬࡞ޓ用、生体
の電気・機械ಛੑについて学
びます。

学ܥ全体で学ぶ༰のイメージをつかんでもらうことを目的とし、̍
年࣍前ظに開ߨします。全ڭһが各ࣗの専門ྖҬや担当Պ目に関し
て、研究やトϐックを౿まえながらやさしくߨ義します。ものづくり
の基本から࠷ઌ技術までのつながりを学びます。

学系全体で学ぶ内容のイメージをつかむ！

電子工学֓ʢ̍࣍લظʣ

エンジニアに必要な能力などの素養を身につける！
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電子ใ・ੜମ医工学ܥのプϥωλϦϜ

電気電子ܭଌ工学

電子理学

ใྙ理
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電࣓気学ᶘ� ԋ習
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医用電子工学

エネルギー変換工学

電磁気学

電子物理学

コンピュータ工学

制御工学

通信工学

電子情報回路

電気電子計測

電気回路

人工臓器学 

信号処理工学 

材料学

工業数学

過渡現象

応用数値解析

応用プログラミング

メカトロニクス

パワーエレクトロニクス

人間工学

ディジタル回路

生理学



STUDENT'S  VOICE

人ʹ͞しいബບܗと表໘ॲ理ബບ・表໘工学ࣨڀݚ

産業用デバイスのੑ能は、ૉࡐಛੑによって決まります。
ಛに、人ؒがରとなるデバイスでは、生体と৮れるද
໘のߴ機能Խやద合Խがٻめられ、今日のࡐྉද໘のߴ
機能Խ技術はٸに発లしています。本研究室では、ʮ人
にやさしいബບ形成とද໘ॲཧʯをϞットーとし、プラ
ズマプロηスを中心に、ߴ機能ੑやڥௐに༏れたബ
ບ形成やද໘ॲཧ技術の開発にऔりみ、生体ద合ੑࡐ
ྉやηンシングデバイスの研究を行っています。

ബບ・ද໘工学研究室では、ࣗ分のߟえと他者のҙ見もऔり入れ
ながら、研究に関することだ͚でなく、様々なことをษڧします。
ઌ生がւ֎で研修していても、効率的に指導してくださり、本当
にྑかったです。研究室のメンバーも研究や日本ޠやӳޠなどॿ
͚合うことにより、大学生活において、大きな支えとなりました。
長い時ؒをա͝して、研究室はいわୈೋのՈになりました。

ബບ物ੑ、ද໘վ࣭、生体ద合ੑࡐྉ

私たちの社ձは、ྸߴԽ
社ձ、ڥԚછ、人手ෆ
など、様々なに໘し
ています。これから本学で
学ぶことをࣗ分ࣗの将来
にཱて、ະ来の社ձにߩ
できるよう、充実した学ݙ
生生活をա͝すことをظ
します。

STUDENT'S  VOICE

プラズマプロセス

ઌਐ生ମ医工学ࣨڀݚ

ബບɾද໘工学ࣨڀݚ

όΠΦメカトロニクスࣨڀݚ

電子計測ࣨڀݚ

応用医工学ࣨڀݚ

医用電子工学ࣨڀݚ

応用電子工学ࣨڀݚ

तڭ ધ ཾߥ

େӽ ߁ ڭत

େ ڭ ޗݠत

ాத ܚଠ ڭत

ຊ間 ষ ڭत

ޱ ढ़೭ ڭत

ॅ തਔ ।ڭत

大ڭ�ޗݠ�त

ମと機ցの
γεテϜ・ΠンテグϨーγϣンバΠΦϝΧトϩχクεࣨڀݚ

手やの知 ・֮運動機能と、ηンαやアクνュ
エータ（ۦ動ݯ）を༥合し、人ؒの体能力
を֦ு、代ସすることを目的とした機械੍ޚ
を研究しています。体にऔりண͚てもෆշ感
のগない機械ߏ、より人ؒがより؍的に
、できるようにਖ਼֬に測れるηンα計測࡞ૢ
より機能的にৼるうことができる知的な੍
。システムの技術開発にऔりんでいますޚ

本研究室では、生体医工学、機械工学、電気・電子工学の技術を用いて
。ຑᙺ者を支援する機器の研究・開発を行っていますࢶଛ者や্ܽࢶ্
生体৴߸計測やݩ࣍ࡾ動࡞解析、ηンαやϞータなどのメカトロニクス
要ૉを౷合した計測・੍ޚシステムの技術開発と多छ多様な知識が学
ます。また、他大学とަ流を行ったり、研究室でՖ見や ##2、スϙー
π大ձなどイベントがある楽しい研究室です。

電子੍ޚ機械、医ྍ福ࢱロϘット、ଟ機能ٛࢶ装۩

電気電子工学について学ぶ
ことで、もののう͝きをද
すための基ૅ学力がにつ
きます。ͦして、医療ࢱ
技術へԠ用できる技術開発
を一ॹに研究し、社ձにߩ
できるエンジニアを目指ݙ
しましΐう。

筋電義手のѲ力ௐࠪ

工学の力で医ྍの機ث開発͔らༀࢧԉ·で

計測工学やը૾ॲཧ、৴߸解析、੍ޚ工学、ࡉ๔工学の工学的技術・知識をԠ用し、基ૅ医
学から臨床医学研究までの幅広い医療ニーズを実現するための研究を行っています。心臓ෆ
脈現の機ং解໌や、߅体医療͚のࡉ๔༥合ஔの開発、ਆ経݂をইつ͚ͣजᙾఠग़を行
う低侵襲֎Պ治療機器の開発、乳؞治療にお͚る乳ݐ࠶手術支援システムの開発などを、
医大・ප院・医療機器メーカとڞಉ研究しています。

ઌ進生体医工学研究室は
生体医工学という医学に
工学技術をऔり入れた分
野を研究する研究室です。
基ૅからԠ用まで医師と
連携したڞಉ研究を多数
行なっており、学生のう
ちから他では経験できな
い研究が行えます。また、
大学院生も多数在੶して
いるため、ͦこからࣗ分
の研究Ҏ֎にも様々な知
識を得ることができます。

医ྍ機器開発、生体ݱͷղ明、医ྍ機器࣮༻化

先ਐੜମ医工学ࣨڀݚ

ϋーυウエア、ソフトウエ
アのものづくりにҙを
持ってऔりΉڭһやઌഐ
やؒたちとڞに学び、研
究をしましΐう。日本発の
৽しい医療機器を開発し、
イϊベーションを起こす人
めていますʂٻをࡐ

STUDENT'S  VOICE

電子ใ・ੜମ医工学ܥ

研究ࣨ
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大ӽ߁�ڭ�त

तڭ�ધ�ཾߥ

ඍখྔのਫをߴでܸちग़しजᙾや৫をഁࡅする



技ज़ૅجするݙߩʹੜ医ྍ࠶

"RVFPVT�5XP�PIBTF�4ZTUFN（ਫੑೋ૬ӷ体）を用いたەのパターニング

医用電子工学ࣨڀݚ

医療分野にݙߩするための技術開発を目ඪ
とし、幅広く生体医工学に関する基ૅ研究
を進めています。主な研究テーマとして、
た͚๔৫製品の開発やͦの実用Խにࡉ
৽نഓཆシステムの研究、人工臓器の生体
ੑを্させるためにࡉ๔をみࠐΉ
ϋイϒリッυԽ技術の研究、また、ەࡉの
感છメカニズムや、ؒەࡉの分子シグφリ
ングを解໌するための基ૅ技術に関する研
究を行っています。

マイクロバイオロジー、࠶生医工学技術、生体信号計ଌ（ը૾ղੳ）

৽ͨな技ज़機ثのग़をࢦし·すԠ用電子工学ࣨڀݚ

本研究室では、電気・電子工学をԠ用し、৽たな技
術や機器のग़を目指し研究を進めています。現在
の主な研究テーマとして、݂にཹஔՄ能なܘ 4�
NN のカテーテル݂ࣜӷϙンプ、ը૾解析を用いた
খ児用人工หのੑ能ධՁ技術、খ動にద用Մ能な
体֎॥用֎部ᕲ流ܕ人工ഏ、電気的Ձ回路を用
いた॥ܥシミュレータなど、॥器ܥ医療機器の
開発に関する研究を行っています。

本研究室では、খ݂ܕӷϙンプやখ動用人工ഏの開発と
いった研究を行っています。ॅઌ生は GSJFOEMZ なઌ生で
あり、զ々学生目ઢになってしていただ͚るので、し
やすく、ԁに研究活動にऔりΉことができています。

॥器系医ྍ機器、シミュレーション

ޱ�ढ़೭ڭ�त

義や研究を通してࣗ分のߨ
能力・దੑを見ۃめ、生֔
をか͚て本当にやりたいこ
とや進みたい方ੑをఆめ
て、社ձへӋたいていっ
てほしいと思います。

本学ܥで電子工学分野に関
する知識を学ぶとڞに、様々
なことにઓし、多くの経
験をੵんでほしいと思いま
す。օさんにおձいできる
のを楽しみにしています。

ॅ�തਔ�।ڭत

STUDENT'S  VOICE

STUDENT'S  VOICE

カテーテル݂ࣜӷϙンプ（ܘ 4NN）の試࡞機

医用電子工学研究室では、学生が主体となって行う研究活動や学
ձ発දの他に、学Ԃࡇでのٖళग़ళや研究室ཱྀ行などの活動も
的に実施しています。これらの活動を通して研究室メンバーۃੵ
のກがਂまるだ͚でなく、社ձにग़て৫に属することのҙ義
を学ぶ事ができ、とても充実した学生生活をա͝す事ができます。

ใのಡΈऔΓ技ज़͔ら人工Ӵ·で電子ܭଌࣨڀݚ

զ々は機械にғまれて生活していますが、機械が
人ؒにٴ΅すӨڹは十分にݕ౼されていません。
ͦこで࠷ઌの࣓界計測ஔや G.3I（機能的
࣓֩気ڞ໐ը૾๏）をར用して人ؒの機能をௐ
、人ؒとの関を工学的に研究しています。
生体৴߸計測でഓった技術を活かして通৴工学
（Ӵ通৴）の研究にऔりんでいます。人工Ӵ
からの大ྔの情報を࠷దなアンテφでड৴し、
。しています౼ݕ育など幅広い情報活用をڭ・ڥ

本研究室では、のՄࢹԽとখܕӴの製࡞にऔりんでいます。
ຖ年、学ߍ近くにある +"9" ؍ٿ測ηンターの一ൠ公開で研究室
全һでイベントを行い、子ڙୡにਫロέットの製࡞をڭえています。
学ձ発දをする機ձを多く͚るので、プレθン能力もࣗ然に্が
り、ҝになることかりです。研究室はがྑく、とてもやか
な研究室です。

生体信号計ଌ（科学）、通信工学（Ӵ星通信）、信号ॲ理

開発中のখܕ人工Ӵ (10DN̫ 10DN̫ �0DN)

ా中ܚ�ଠڭ�त

大学ではこれまでのʮਖ਼解ʯ
が決まっていたษڧから、
ʮਖ਼解ʯのないࣗ分の興味に
したがって研究をऔりΉ
ことになります。ʮਖ਼解ʯが
ないことでෆ҆になること
もあるでしΐう。ͦのෆ҆
を楽しめるようΩϟンパス
ライフをຬ٤してください。
Ԡ援しています。

ੜମϝΧχζϜʹ学ͼ工学的࣮ݱをΊ͟すԠ用医工学ࣨڀݚ

本研究室ではʮ人工心臓や人工ഏʯといっ
た॥器ܥデバイスの開発に関する研究を
行っています。研究では医工学の知識をも
とにԾઆをたてデバイスの試࡞・設計を行
い、生体をٖした॥回路で༗用ੑをධ
Ձします。本研究室は医工学分野に関心が
ありデバイスの研究・開発に携わりたいと
いう方をおちしております。�

本研究室では、研究活動や学ձ発දの他に、研究室のメンバーؒの
ກをਂめるためにՖ見やバーベΩュー、ോࡇࢁでমきͦのをग़
すなど様々なイベントを行っています。いつも活気があり、楽しい研
究室です。

ਓ工ଁ器、生体・生物工学、॥器系医ྍ機器

本ؒ�ষڭ�त

生体医工学というݴ༿をฉ
いたことがありますかʁ
人々の生活や໋を支える工
学技術、ͦして学がここ
にはあります。人ؒのಛੑ
やメカニズム、人にやさし
い工学技術やものづくりを
これから一ॹに学んでいき
ましΐう。

STUDENT'S  VOICE

STUDENT'S  VOICE

৽生児用呼吸ิॿシステム



理工学部 電子情報・生体医工学系

得られる学位：学士（工学）

得られる学位：修士（工学）
電気・電子工学、医用工学等の専門知識を基
に、電気電子の設計開発を行うことのできる
高度な技術者および研究者を育成します。

※2021年度 電子工学専攻、2019～2020年度 電子・機械工学専攻応用電子部門より

株式会社 IHI ／沖電気工業株式会社／ソフトバンクグループ株式会社／
日本電気株式会社 (NEC) ／テルモ株式会社／凸版印刷株式会社／富士
電機株式会社／本田技研工業株式会社／三菱電機株式会社など

24 名2021 年度
21名
19名

2020 年度
2019 年度

大学院修士課程入学者

※2019年度～ 2021 年度実績による

主な就職先

理工学研究科 
修士課程 電子工学専攻

アート金属工業株式会社／いすゞ自動車株式会社／サンデンホールディングス

株式会社／ジェコー株式会社／しげる工業株式会社／スズキ株式会社／スバ

ルテクニカインターナショナル株式会社／テイ・エステック株式会社／パナソ

ニックスイッチングテクノロジーズ株式会社／ブリヂストンサイクル株式会社／

プレス工業株式会社／マツダ株式会社／ヤマハ発動機株式会社／ユニプレス

株式会社／臼井国際産業株式会社／株式会社ＳＵＢＡＲＵ／株式会社キリウ／

株式会社ケーヒン／株式会社ショーワ／株式会社テージーケー／株式会社デン

ソーテン／株式会社ホンダロック／株式会社マーレフィルターシステムズ／株

式会社宇徳／株式会社岡部新電元／株式会社今仙技術研究所／株式会社三

井Ｅ＆Ｓマシナリー／株式会社山田製作所／株式会社日産オートモーティブテ

クノロジー／協立機興株式会社／極東開発工業株式会社／三恵技研工業株式

会社／新明和工業株式会社／精発ばね工業株式会社／東プレ株式会社／東

洋電装株式会社／日野自動車株式会社／日立 Astemo 株式会社／日立オート

モティブシステムズ株式会社／八千代工業株式会社／富士機械株式会社／本

田技研工業株式会社／矢崎総業株式会社

ＯＫＩネクステック株式会社／ＳＭＫ株式会社／アルプスアルパイン株式会社

／クシダ工業株式会社／サトーホールディングス株式会社／サンケン電気株式

会社／スタンレー電気株式会社／マイクロンメモリジャパン合同会社／ロー

ム・ワコー株式会社／岡谷電機産業株式会社／沖電線株式会社／株式会社Ｔ

ＥＲＡＤＡ／株式会社富士通ゼネラル／光洋電子工業株式会社／新日本無線

株式会社／太陽誘電株式会社／大日本印刷株式会社／東洋システム株式会社

／日星電気株式会社／日清紡マイクロデバイス株式会社／日本航空電子工業

株式会社／日本信号株式会社／能美防災株式会社

シャープ株式会社／パナソニック株式会社／沖電気工業株式会社／株式会社京

三製作所／三菱電機株式会社／日本電気株式会社（ＮＥＣ）／富士通株式会社

キヤノンメディカルシステムズ株式会社／ディーブイエックス株式会社／テルモ

株式会社／フクダ電子株式会社／伊藤超短波株式会社／株式会社イワキ／日

機装株式会社／日本電産株式会社

ＴＨＫ株式会社／キヤノン・コンポーネンツ株式会社／シチズン・システムズ

株式会社／株式会社ＹＤＫテクノロジーズ／株式会社アマダウエルドテック／

株式会社アマノ／株式会社イシダ／株式会社エー・アンド・デイ／株式会社タ

ツノ／株式会社タニタ／株式会社タムロン／株式会社テクノプロ　テクノプロ・

エンジニアリング社／株式会社フォトロン／株式会社ミツトヨ／株式会社メテ

ク／株式会社リガク／株式会社星光社／池上通信機株式会社／朝日インテッ

ク株式会社／凸版印刷株式会社／日東工器株式会社／日本精機株式会社／

理化工業株式会社 

AXLBIT 株式会社／ＢＩＰＲＯＧＹ株式会社／ＮＥＣフィールディング株式会社

／ＮＴＴコムウェア株式会社／ＮＴＴテクノクロス株式会社／グラフテック株式

会社／マイクロ・テック株式会社／株式会社ＳＡＬＴＯ／株式会社ＳＲＡ／株

式会社アズワン／株式会社アルチザネットワークス／株式会社グロウ／株式会

社シーイーシー／株式会社システムアイ／三菱電機インフォメーションネット

ワーク株式会社／富士ソフト株式会社

医用工学を学ぶなら、ぜひ本学へ

就職

■株式会社不二越 
2021年3月 大学院卒業／千葉県立千葉西高等学校卒業

S・O さん

研究を通して学んだ事が活きている今 研究テーマ：筋電義手の故障分析に基づく予知保全システムの開発

研究テーマ：睡眠中乳幼児の多人数呼吸動態計測およびリアルタイム解析システム

※各業界　アルファベット五十音順

大学院

大学の入学を決める時、当時本学のパンフレットに掲載されていた人工心臓の研究を見て、医用工学に興味
を持ち、入学を決めました。学部時代では、電気回路やプログラミングなどの工学的な知識に加えて、臨床
医学や医療機器について学びより一層医用工学に興味を持ちました。大学院の研究では、保育施設の乳幼児
の午睡時に起きる突然死を防止するための呼吸計測システムの開発を行っていました。研究活動を通して、
実際の保育現場の仕事を見学し、保育士さんと議論を重ねることでニーズを知り、ニーズから製品設計や製
品開発を行うという実際の企業での製品開発に近い形を体験することができました。
現在は、PCI（経皮的冠動脈インターベンション）をより低侵襲かつ効率的に行うための手術支援ソフトウェ
アの開発を行っており、日々 PCI 治療を専門とする医師の方とソフトウェアに必要な機能について議論を重
ね、製品開発を進めております。現在の仕事に携わるにあたって、大学院での貴重な体験が活きていると日々
実感しております。医用工学に興味がある方、将来エンジニアを目指している方は、ぜひ本学に入学して充
実した大学生活を送ってほしいと思います。

▶ 国際学会への参加を奨励し国際的なフィールドで活躍

できる能力を養うことができる

▶ 最先端の研究機関で高い専門を習得できる

▶ 人気職種である研究・開発職、日本を代表する大企業

への内定率が高い

学生時代は、将来はものづくりに関わりたいという思いを持っていました。研究室を選ぶ際にも、ものづくりに関
わる知識を幅広く学ぶため、生体・機械・電気・情報を扱うバイオメカトロニクス研究室を選びました。私が研究で扱っ
ていたのは電動の義手です。研究は思うように進まない事も多かったですが、試行錯誤を繰り返す中で開発の流れ
を知る事ができました。また、義手ユーザの方へのインタビューや医療に関わる方とのアイデアソンといった、所
属研究室ならではの経験もさせていただきました。
現在は学生時代の希望が叶い、様々な分野のものづくりを支える産業用ロボットの開発に携わっています。入社 2
年目の今でも、ロボットが工場で動いている景色にはわくわくさせられます。私の担当分野は主に電気的な部分で
すが、メカトロニクス製品であるロボットを扱う際は機械や情報の担当者との協力も必要です。学部時代の知識は
もちろん、研究を通して学んだ他分野の知識や人との関わり方も仕事に活きています。今後も仕事を通じて様々な
経験を得て、1 人前の技術者となれるよう成長していきたいです。みなさんも大学生活を楽しみながら、ぜひ様々
な経験をしてほしいと思います。

先端科学技術研究科 
博士課程（後期）

得られる学位：博士（工学）

■朝日インテック株式会社
2021年3月 大学院卒業／福島県立磐城桜が丘高等学校

ソフトウェア

輸送機器関連

医療機器

半導体・電子部品

精密機器

総合電機（電気・電子機器）

その他
官公庁 (1.5%)

電力・電気 (0.9%)

重電・産業用電気機器 (2.1%)

鉄道・陸運 (2.4%)

産業機械

プラント・エンジニアリング (1.2%)

設備・設備工事関連

21.4%

20.5%

4.8%

9.8%

7.4%

4.5%

4.8%8.9%

9.8%

※2019-2021 年度 　電子工学系、電子・機械
工学系、電子工学専攻、電子・機械工学専攻
電子工学関連研究室卒業生・修了生より

東光電気工事株式会社／ＪＲ東日本メカトロニクス株式会社／メタウォーター

株式会社／レイズネクスト株式会社／海洋電子工業株式会社／株式会社クリ

ハラント／株式会社昭和螺旋管製作所／株式会社城口研究所／株式会社鉄信

／株式会社明電エンジニアリング／経塚工業株式会社／鹿島建設株式会社／

住友電設株式会社　東京本社／中村電設工業株式会社／東京電力ホールディ

ングス株式会社／東電タウンプランニング株式会社／日鉄テックスエンジ株式

会社／日本電技株式会社／日本電設工業株式会社／八千代電設工業株式会社

ＮＩＴＴＯＫＵ株式会社／ＳＭＣ株式会社／アイダエンジニアリング株式会社

／イーデーエム株式会社／オイレス工業株式会社／カシオ計算機株式会社／

サミー株式会社／ストラパック株式会社／ヤンマー株式会社／株式会社キッツ

／株式会社山本製作所／株式会社山和エンヂニアリング／株式会社小松製作

所／株式会社誠和／株式会社堀河製作所／京セラドキュメントソリューション

ズ株式会社／三井精機工業株式会社／小野谷機工株式会社／大森機械工業

株式会社／東レエンジニアリング株式会社／東芝エレベータ株式会社／日酸

ＴＡＮＡＫＡ株式会社／日精樹脂工業株式会社／日立グローバルライフソ

リューションズ株式会社／日立建機株式会社／平田機工株式会社

オムロンソーシアルソリューションズ株式会社／西武鉄道株式会社／中日本ハイ

ウェイ・エンジニアリング東京株式会社／東海旅客鉄道株式会社（ＪＲ東海）

／東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）／日本貨物鉄道株式会社（ＪＲ貨物）

株式会社不二越／株式会社明電舎／高周波熱錬株式会社／富士電機株式会社

株式会社関電工／東京パワーテクノロジー株式会社

警視庁／埼玉県警察本部／埼玉県庁／栃木県警察本部／毛呂山町役場

株式会社日立ビルシステム／山九株式会社／山九株式会社／三進工業株式会社

A.G さん



東京電機大学 理工学部 
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ϲ島 I$ より15

+3 高崎線

+3 埼京線

スクールバス
෭৺線 東ԣ線
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　※学生றं場：ऩ༰数�00（学生はڐՄਃが必要）
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